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私の未来メッセージ私の未来メッセージ

　もう、ＫＵＭＡＫＥＮの表紙を担当させて頂いて５年になるでしょうか。これまで、熊本の建築、

建設と人、伝統工芸と子供たちなど年間テーマを設定して写真を撮り続けてきましたが、この仕事は

私に「熊本の良さ」や「建築の魅力」を見直すチャンスを与えてくれたと思っています。

　というのも、私のおじいちゃんは大工。よく手伝いに行った思い出があります。そして、親父も旧

国鉄で設計に携わり、「駅」の設計をしていました。そんな環境の中、自然に「建築」に親しみ興味

を持っていたのです。

　でも、中学生の時、親父が趣味にしていたカメラに興味を持ち、「中学フォトコンテスト」に応募

した写真が準特選に入るや、運命は写真に大きく傾いてしまいました。私が頂戴した賞状は後にも先

にもそれ１枚…。

　カメラマンとして独り立ちして１０年、大工だった祖父や設計士だった親父の仕事を私は「写真」

で後世に残す役割が回ってきたようにも思えます。建築、建設に携わる皆さんが次の時代に伝えたい

「誇りある仕事」を撮影して残すことが私の祖父と親父への恩返しかも知れません。

おじいちゃんが大工で親父が設計、
そこで育った僕の建築を写真にする喜びと
熊本の良さを改めて発見する楽しみ…。

カメラマン　内田　佳洋（３７歳）

広告写真・舞台写真などで活躍中又、劇団「石」の俳

優兼演出家としても数多くの舞台を踏む
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八代地区

～坂本幸成広報特派員のおすすめのこの町・この人～～坂本幸成広報特派員のおすすめのこの町・この人～

　日奈久温泉のお土産として「竹細工」をいただいた人は多いだろう。日奈久の竹細工は、手づく

りの持つ素朴なあたたかさ、熟練の技から生まれ出る美しさ、しなかやさを併せもった伝統工芸品

であると同時に、暮らしに潤いを与える生活用品の“現役”でもある。

　日奈久の繁栄期、１０軒程あったという竹細工店も、今は、この店〈桑原竹細工店〉ただ一軒。

大正時代から続くこの店は、日奈久温泉の歴史を見つめ、訪れる人々に「竹の良さ」と「思い出」

を提供して来た。２代目の桑原健次郎さんは言う。「自分は変わらない、回りが変わっただけ…」

「竹」の悟り
～日奈久の竹細工職人　桑原健次郎・哲次郎さん親子～

桑原哲次郎さん（３代目４０歳）桑原健次郎さん（２代目７６歳）
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